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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準

作成機関である一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を改正すべ

きとの申出があり，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS C 2330:2014 は改

正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 
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コンデンサ用二軸延伸ポリプロピレンフィルム 
Biaxially oriented polypropylene (PP) films for capacitors 

 
序文 

この規格は，2021 年に第 2 版として発行された IEC 60674-3-1 を基とし，我が国の実情に合わせて技術

的内容を変更して作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

技術的差異の一覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

1 適用範囲 

この規格は，コンデンサの誘電体として用い，真空蒸着が必要な場合にコロナ処理された表面平滑又は

粗面をもつ二軸延伸ポリプロピレンフィルム（以下，フィルムという。）について規定する。 

この規格に適合する材料は，一般の用途では十分な水準の性能をもつ。しかし，使用者がそれぞれ特定

の用途でこの材料を選択する際には，この規格だけではなく，特定用途での要求特性を十分に満たすこと

を確認する必要がある。 

安全警告：この規格に書かれている又は参照されている方法を安全に使用することは，使用者の責任で

ある。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 
IEC 60674-3-1:2021，Plastic films for electrical purposes－Part 3: Specifications for individual materials

－Sheet 1: Biaxially oriented polypropylene (PP) films for capacitors（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”こと

を示す。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，記載の年の版を適用し，その後の改正版（追補を含む。）は適用し

ない。 

JIS C 2150:2003 電気用プラスチックフィルム通則 
注記 対応国際規格における引用規格：IEC 60674-1:1980，Specification for plastic films for electrical 

purposes－Part 1: Definitions and general requirements 

JIS C 2151:2019 電気用プラスチックフィルム試験方法 
注記 対応国際規格における引用規格：IEC 60674-2:2016，Specification for plastic films for electrical 

purposes－Part 2: Methods of test 


